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I.目 的

本研究の目的は,高校生におけるHIV感染のリス

クを最小限にすることに役立つことである。我々は,

先に(高橋ほか, 1995),学生と社会人を対象に, HIV

感染の予防策を考えるために,エイズに対する知識,

態度及びリスク行動を調査したが,その主な結果の一

つに,エイズリスク行動に関して,同じ20歳前後の若

者に,大きな違いかあることを見出した。即ち, HIV

感染のリスク行動が,専門学校生は多く,逆に四大生,

短大生は少なかった。ここで,リスク行動とは,特定

のパートナー以外との性行為及びその際のコンドーム

の不使用である。これは,18歳よりも前のところでの

エイズ予防教育の必要性及びそのための基礎的調査の

必要性を強く示唆している。

1998年11月15日のWHOの報告によれば,全世界の

エイズ患者数は, 198万人である。アフリカ全体では70

万である。アフリカの多発国別の患者数をみると,タ

ンザユア10万,ケニア8万,ジンバブエ7万,ウガン

ダ6万であり,池内(1999)によれば,南アフリカ共

和国では,生殖年齢にある成人の22%がエイズウィル

ス(HIV)に感染していると推定されるという。これ

は,国の政治,経済,文化,社会生活が危うくなる危

機的事態である。

また, 1998年のWHOの報告によれば,アメリカ合

衆国(以下アメリカと記す)のエイズ患者数は,69万

人である。 1994年のWHOの報告では,41万人であっ

たので,この4年間に28万人もエイズ患者が増えたこ

とになる。

Thompson, S. Z. (1996)によると,アメリカの青年

のエイズ患者数は,1年で70%増加し,14ヵ月毎に倍

になっていくという。21歳から29歳のエイズ患者は,

エイズと診断された人の21%を占める。エイズウイル

スが,10年あるいはそれ以上潜伏するとすると,エイ

ズと診断された若い大人の多くが,10代の時に, HIV

に感染したと結論することができると言っている。そ

して,アメリカの青年はHIV感染のリスクがあると

知られている多くの行動をする。ほとんどの青年,即

ち,女性の83%,男子の91%は,18歳までにセックス

-

を経験しており,高校生の21%は4人以上のセックス

パートナーを持ったと報告している。青年の性感染症

の罹患率は7人に1人の割合であり,若い大人や青年

のHIV感染率は500人に1人の割合である。これは,

多くの若者が無防備な性交渉をしていることを示唆し

ている。

日本では,1999年6月27日の厚生省の報告によると,

エイズ患者数は, 2,065人(血液凝固因子製剤(以下血

液製剤と記す)による患者691人を含む)である。また,

HIV感染者数は, 6,019人(血液製剤による感染者

1,434人を含む)である。感染源の第一は異性間の性的

接触であり,その数は2,130人で,全感染者の35%であ

る。次が,血液製剤で, 24%である。 3番目は同性間

の性的接触で, 1,132人, 19%である。静脈注射による

薬物濫用及び母子感染は,それぞれ1%未満である。

なお,不明及びその他が21%ある。

感染源の第一位の異性間接触による感染者数は,5

年前は749人であるので,この5年間に約3倍に増えて

いる。

アフリカやアメリカの悲劇を,日本で繰り返さない

ために,エイズを引き起すウィルスである,HIVの感

染の広がりを防ぐことが緊急に必要である。

本研究は,日本のHIV感染の広がりの予防策を考

えるために,高校生を対象として,エイズに関する知

識と態度,エイズ予防教育,性行動,及び性行動の先

行要因として,飲酒,喫煙,学校生活の楽しさ,進路,

勉強意欲,学業成績を調査した。

なお,本報告は,カナダのバンクーバーで開かれた

第11回国際エイズ会議で発表した内容を日本文に直

し,加筆したものである(Takahashi, T. 1996)。

II.方 法

1.調査対象

調査対象は中部地方の大都市郊外の3つの高校の2

年生及び3年生である。有効回答数823名(内訳男304

名,女519名,2年生627名,3年生197名)有効回収率

96.8%

2.調査期間

1994年11月から1995年1月である。
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3.調査方法

調査は授業の際に実施され,被調査者は,無記名で

質問紙に回答し,封筒に入れて封をして提出した。

4,集計及び分析

計算は,名古屋大学大型計算機により行い,プログ

ラム(i SASを使用した。検定は,F検定,χ2検定に

よった。

IⅡ,結果及び考察

1.エイズに関する知識

ア HIV感染ルートの知識については,全回答者の

93%が異性間性的接触が感染ルートであることを知っ

ており,男性間性的接触,静脈注射による薬物使用,

母子感染については,約80%の者が知っている。

また,回答者のほぼ半分が,輸血を感染源としてあ

げている(表1-1)。日本のH!V感染者の多くは,

医者によって与えられた血液製剤を使用した血友病者

表l-1 感染経路(複数回答)

だということを考える時,これは,間違っているとは

言えないだろう。

イ UIVの検査は,感染の機会があってから最低ど

の程度の間隔があるかについて質問したところ,正解

の「3ヵ月」は26%しかなかった。「分らない」が最も

多く, 40%である(表卜2)。感染の機会があること

を前提としたエイズ教育は,高校では十分に行われて

いないようである。

ウ 感染してから発病までの潜伏期間について,

65%の者が「1年から10年」と正解を回答しているが,

13%の者が「1年未満」と回答し, 23%の者が「分ら

ない」と言っている(表1-3)。高校でのエイズ予防

教育の必要性を感ずる。

2.エイズに対する意識(態度)

ここでは,エイズに対する関心(質問9)からエイ

ズにかかる危険性の回避(質問15)までを報告する。

エイズに対する態度は. HIV感染の恐れのある性行動

表卜3 潜伏期間

F検定 中中串 P<0.001 牛* pく0.01 * P<0.05
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をとるかとらないかに影響すると考え,調査した。即

ち,どの位エイズに関心があるのか,どの位リスクを

認知しているのか,それらは,リスク行動に影響する

だろう。

各質問とも,選択肢を極めて否定的な項目〔例 質

問9では(1)全く無関心である 〕から,極めて肯定的

な項目〔例 質問9では(6)非常に関心がある〕までの

6つを用意し,心理的にほぼ等間隔にこれらの項目を

提示したので,結果は,項目番号をそのまま数値化し

て処理した。結果は,全体の傾向と学年差と男女差を

述べることにする。

ア エイズに対する関心度(質問9)は,表2-1が

示すように,全体(823名)の平均(M)は3.53で,「や

や無関心である」と「少し関心がある」の間である。

関心が高いとはとても言えない。高校生は,エイズを

まだ身近な問題として認識していない。

学年別でみると,3年生(M=3.93)は,2年生(M=

3.41)よりも関心がある。 1993年秋に行った調査(高

橋ほか, 1995)では,高校を卒業した大学生(四大生,

短大生,専門学校生)はM = 4.24であった。大学に進

むと関心を持つようになると考えられる｡男女別では,

女生徒の方が少し関心がある。

イ エイズに対する不安度(質問10)は,「あまり不

安を感じない」(M = 3.22)である。学年差はなく,性

別では,女性の方がやや不安を感じている。

ウ。「エイズによって,あなたはどの程度被害を受け

ると思いますか」(質問11)に対して,平均は3.47で。

「あまり被害を受けない」と「少し被害を受ける」の

間である。標準偏差(SD)は1.52で,プラスマイすス

1標準偏差をとると,「2 ほとんど被害を受けない」

と「5 かなり被害を受ける」にな“ この間にかな

りの者が入っている。学年差,性差｡__｡い。

エ それでは,「エイズ被害の防止の可能性」は,ど

のように認知しているだろうか(質問12)。「かなり又

は少し可能である」(M = 4.49)と認知している。学年

別にみると,3年生は,2年生より被害の防止を可能

であると思っている。性差はない。

オ 「国や公共機関は,エイズに対して有効な対策

を行うことがどの程度可能であると思いますか」(質問

13)に対して,「少し可能である」(M = 3.90)と少し

の信頼を表明している。学年別では,3年生の方が国

や公共機関がエイズに対する有効な対策を行うことに

ついて信頼している。性差はない。

力 それでは,個人のレベルの努力で, HIVにかか

る危険は,どの程度避けられると思っているのであろ

うか(質問14)。「かなり可能である」(M = 4.70)と思っ

ている。学年別でみると,3年生は危険回避の可能性

を2年生より高く考えでいる。

キ「あなたはエイズに関して十分な知識があると思

いますが」(質問15)に対して,「知識はあまりない」

(M = 3.26)と回答している。前項の,エイズに関す

る知識についての回答が示すように,エイズに関する

高校生の知識は不十分である。もっと,エイズ予防教

育を実施すべきである。学年別では,3年生の方が,

知識は少しあると思っている。

3.エイズ予防教育

今までにエイズ予防教育を受けたことがあるかにつ

いて質問したところ(質問17), 46%の者があると答え

ている(表3-1)。学年別では,3年生が2年生より,

男女別では,女子が男子より高い。高校別では, 33%

から63%の差がみられる。

エイズに関する意識とエイズ予防教育の有無との関

係に付いてみると,エイズ予防の教育を受けている者

は,いない者より,｢関心度｣及び｢知識度｣が高い(表

略)。

4.学校生活,進路,好きな科目,得意な科目

高校生の性行動の先行要因について知ることは,高

校生に対して,エイズリスクを減らすための適切な教

育を行う上で,大切なことである。

我々は,高校生の性行動の先行要因として,学校生

活の楽しさ,進路,好きな科目,得意な科目,飲酒,

喫煙を取り上げた。

ここでは,前者4つ(質問21から質問24まで)の一

般的傾向を報告する。

表3-1 エイズ予防教育受講の有無 ( )内:%

表4-1 学校生活
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ア 学校生活の楽しさ

表4-1が示すように,「どちらともいえない」が一

番多く, 34%である。次が「少し楽しい」で27%,そ

して,「大変楽しい」18%である。従って,「楽しい」

は「少し」と「大変」を合わせると45%になる。「楽し

くない」は「全然」と「あまり」を合わせても21%で

ある。学校生活に適応していないと思わ｡れるのは全体

の1/5である。この層が,我々としては気になる。

学年差がみられるが,3年生を調査出来たのは1校

だけであるので,そして,学校生活の楽しさは,学校

の雰囲気に大いに関係するので,学年差というよりは

学校差と考えたい。性差があり,女子の方が学校生活

に適応している。

イ 進路

先の,学生及び社会人を対象とした調査(高橋ほか,

1995)では,専門学校生は,大学生や短大生よりも,

「特定のパートナー以外の人との性行為の経験があ

る」者が,はるかに多かった。そして,また,その際,

「コンドームを全く使用しなかった者」が,専門学校

生は,大学生や短大生にくらべて多かった。即ち,同

じ若者であっても,専門学校生は,HIV感染のリスク

行動をとる者が,四大生や短大生よりも多いことが

分った。従って,高校生の場合,進路が,専門学校や

就職の場合,性経験のある者が,大学や短大志望の者

より多いのではないかと考えられる。

表4-2が示すように,大学進学志望が39%,短大

18%,就職18%,専門学校14%,未定11%である。大

学及び短大を合わせると, 57%になる。この57%のう

ち,希望しながら,自分の思い通りにならない者が何%

か出ることを考えると,今回の我々のサンプルは,ほ

ぼ,高校生の平均的なところにあると言えよう。

学年差はあるが,これは,前項で述べたように,学

校差と考えたい。性差があり,男子は大学進学志望が

圧倒的に多く,女子は,短大,大学,就職,専門学校

の順である。

ウ 好きな科目

アメリカのBrooks-Gunnら(1988)は,勉強意欲

及び学業成績が低いと, HIV感染のリスクのある性行

動をとりやすいと述べている。

-

表4-3-1 好きな科目 英語

表4-3-2 好きな科目 数学

表4-3-3 好きな科目 国語

勉強意欲の測度として,英語,数学,国語をどの程

度好きかをたずねた。質問23では,上記3科目だけで

なく,選択科目までを含めて質問した。英,数,国を

調査の対象としたのは,全員が履修している科目であ

り,高校生の基本科目と考えたからである。

表4-3-1が示すように,英語を「好きでない」者

は,「全く」と「あまり」を合わせると, 48%あり,約

半数が英語を好きでない｡英語を「大変好きな」者10%,

「少し好きな」者約20%である。

学年差は学校差と考えたい。性差があり,女子の方

が英語が好きである。

表4-3-2が示すように,数学を「好きでない」者

は42%あり,「好きな」者は約30%である。なお,「習っ

ていない」者が3% (25名)いる。性差があり,「大変

好き」は男子が多く,「好きでない」及び「習っていな

い」即ち数学を選択しない者は女子の方が多い。

表4-3-3が示すように,国語を「好きでない」者

は33%,「好きな」者34%である。英語や数学よりも,

「好きでない」者は少ない。性差があり,「好きでない」

者は男子が多く,逆に,国語を「好きな」者は女子が

多い。

エ 得意な科目
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表4-4-1 得意な科目 英語
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表4-4-2 得意な科目 数学

表4-4-3 得意な科目 国語

表5-1 飲酒

表5-2 喫煙

質問24で、次の項目が得意かどうか聞いた。。これ

は,学業成績の測度にするためである。

英語を「全く得意でない」と回答した者27%,「あま

り得意でない」と回答したもの26%である。 2つ合わ

せて53%になる。一方,「大変得意」6%,「少し得意」

15%で,両者合わせても22%である。男女差があり,

女子の方が「得意な」者がやや多い(表4-4-1)。

数学を「全く得意でない」と回答した者22%,「あま

り得意でない」と回答した者24%であり,2つ合わせ

て, 46%になる。一方,「大変得意」7%,「少し得意」

16%である。2つ合わせても22%である。英語の場合

と同じく,数学においても,得意とする者は,少ない。

男女差があり,男子の方が「得意な」者が多い(表4

-4-2)。

国語を「全く得意でない」と回答した者12%,「あま

り得意でない」と回答した者24%, 2つ合わせて36%

である。英語や数学よりも「得意でない」者は少ない。

一方,「大変得意」5%,「少し得意」19%である。 2

つ合わせて, 24%である。国語を「得意」とする者は,

英語や数学よりも多いとまでは言えず,ほぼ同じであ

る。その代り,「普通である」が41%と国語の場合は多

い。男女差があり,国語を「得意」とする者は女子の

方が多い(表4-4-3)。

5.飲酒と喫煙

高校生は,未成年であるので,飲酒と喫煙は法で禁

止されている。しかし,飲酒や喫煙をする高校生は少

なくない。飲酒や喫煙が,高校生の性経験の先行要因

になっているだろうとの観点から,この2つを取り上

げた。

ア 飲酒

表5-1が示すように,高校生であるのに、「毎日飲

む」と回答した者は, 2%, 17人いる。「ときどき飲む」

は16%である。「たまに飲む」は38%,「飲まない」は

41%である。「毎日飲む」「ときどき飲む」というこれ

らの層が,我々としては,気になる生徒たちである。

男女差があり,「飲む」生徒は,男子の方が多い。

イ 喫煙

表5-2が示すように,たばこを「ほとんど毎日吸う」

と回答した者は, 11%,「ときどき吸う」2%,「「たま

に吸う」5%,「吸わない」79%である。「毎日吸う」

「ときどき吸う」者は我々としては,気になる生徒た

ちである。男女差があり,毎日の喫煙者は男子が圧倒

的に多い。男子は5人に1人がほとんど毎日喫煙して

いる者である。

6.性経験

ここでは,質問18(セックスの経験),質問19(コン

ドームの使用),質問20(コンドームを使用しなかった

理由)を報告する。結果は,全体の傾向とデモグラ

フィックな変数,エイズに関する知識,意識,エイズ

予防教育,学校生活の楽しさ,進路,好きな科目,得

意な科目,飲酒,及び喫煙との関連を必要に応じてみ

ていく。

アー1 性行為の経験があると報告した者は,全回答

者(823名)の16% (134名)である(表6-1)。学年

別にみると,3年生22%, 2年生15%で,学年が上の

方が,セックス経験者が多くなっている。男女差は有

意にはいたっていない｡アメリカの心理学者Flora, A.

J。& Thoresen, C. E. (1988)は,10代のセックス経
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験は,妊娠及びHIV感染のリスクが大きくなるので,

出来るだけ遅らせるよう指導すべきだと言っている。

アー2 工イズウィルスに感染してから発病までの

潜伏期間についての知識は,セックス経験のある者は,

ない者よりも「1年~10年」の正解率が低く,そして

「わからない」が多い。

アー3 エイズ予防教育と性経験との間に関連はみ

られなかった。

アー4 エイズに対する意識と性経験との関連では,

性経験のある者は,ない者よりも,エイズによって被

害を受けると認知している。

アー5 学校生活が「全然楽しくない」と回答した者

は,「少し楽しい」と回答しか者よりも,セックスを経

験した者が多い(表略)。

また,表6-2が示すように,進路については,「就

職」や「専門学校」と回答した者は「大学」や「短大」

と回答した者よりも,セックス経験者が多い。

表6-1 性経験の有無 ( )内:%

表6-2 高校生の性経験と進路,飲酒,喫煙

英語や国語を「全く得意でない」者は,「少し得意で

ない」群よりも,セックス経験者が多い。ただ,国語

を「大変得意である」と回答している者も,セックス

経験が多い。

アー6 性経験があると報告した者は,全体では16%

であった。しかし,性経験と飲酒の関連をみると,「ほ

とんど毎日飲む」と報告した者は, 59%が,「ときどき

飲む」と報告した者は, 33%が性経験をしている。逆

に,「飲まない」と報告した者は,5%しか経験してい

ない｡飲酒と性経験は,密接に関連している(表6-2)。

Flora & Thoresen (1988)は,最初の性経験と飲酒は

高い相関があると言っている。我々の調査では,最初

の性経験というたずね方はしていなく,ただ「セック

スの経験」という聞き方をしているが,ほぼ同様のこ

とが確認されたと思う。Flora ≪&Thorensenは,若い

青年に,過度の飲酒を控えるように,或いは,飲酒を

試みることはいないように,援助することは,いろい

ろな場面での無防備なセックスをする可能性を低める

のに,役立つと述べている。

表6-2が示すように,性経験と喫煙との関連におい

ても,飲酒の場合とばぼ同じことが言える。即ち,「ほ

とんど毎日吸う」と報告した者は52%が,「ときどき吸

う」と報告した者は47%が,性経験があると回答して

いる。逆に,「吸わない」と報告している者は10%しか

性経験していない。性経験と喫煙は密接に関連してい

る。たばこを吸わないこと或いはたばこを吸い始める

のを遅らせることは,身体的な健康によいだけでなく,

妊娠やHIV感染のリスクのある性経験をしないこと

表6-3 コンドーム使用の有無 ( )内:%

表6-4 コンドー-ムを使用しなかった理由(複数回答)

( )内:%
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につながると考えられる。

イー1 性行為とコンドームの使用

高校生で,性経験のある者は,前項で述べたように

134名いたが,その時のコンドーム使用については(質

問19),「いつも使用した」者が,そのうちの27% (36

名)に過ぎない。残りは,妊娠やH!V感染のリスク

がある「コンドームを時々使用した」者37% (49名),

「コンドームを全く使用しなかった」者16% (22名)

である(表6-3)。後者2つの計71名は,リスク群あ

るが,今回の全サンプル(823名)の9%である。高校

生を対象とした今回の調査で,コンドームをいつも使

用しか者は27%であったが,前の我々の調査(高橋ほ

か, 1995)では,四大生はいつも使用した者は69%,

短大生は44%であった。Brooks-Gunnら(1988)は,

10代は, HIV感染の確率が高いこと及び性経験後しば

らくはなかなかコンドームを使用しない傾向があるこ

とを述べているが,今回の我々の調査でも,同様のこ

とが確認された。なお,無回答が20%あった。学年差

はみられるが,3年生に無回答が極端に多く,その影

響をもろに受けている。コンドームの使用の有無をた

ずねる質問には,性行為の場面を想起して回答しなけ

ればならないので,高校生に対しては,調査方法を工

夫しないと,無回答が多くなると考えられる。

イー2 コンドームの使用の有無とエイズ意識

コンドームの使用の違いによって,エイズの被害度,

防止の可能性等のエイズ意識に差があるかどうかを検

討したところ,差はみられなかった。

イー3 コンドームの使用の有無とエイズ予防教育

エイズ予防教育を受けた者と受けなかった者との間

に,コンドームの使用に違いにあるかどうかを検討し

たが,有意差がみられるまでにはいたらなかった。

ウ コンドームを使用しなかった理由

性行為の時,コンドームを使用しなかった者は,71

名いかが,その主な理由(質問20,複数回答)は,%が

多い順に, 20%以上が回答したのをあげると,「持参し

ていなかった」「特別気にしなかった」「面倒・煩わし

い」「楽しみが減る,不快である」「妊娠の心配がなかっ

た」である(表6-4)。男女差があり,男子の一番の

理由は,「楽しみが減る･不快である」であり,女子の

一番の理由は,「持参していなかった」である。妊娠及

びHIV感染のリスクを考える時,高校生は,第一に,

性行為を避けるべ辱である4=考え4が,第二には,も

し性行為をするなら,コンドームを使用すべきである。

こ;の点,柔イズ予防教育を,早急に,辱め細かに,行

うべきである。

IV.要約及び撮宵

本研究は,田V感染の広がりの予防策奮考えるため

に,高校生を対象として,エイズに関する知識と意識,

工イズ予防教育,性行動,及び性行動の先行要因とし

て,飲酒,喫煙,学校生活の楽し尋,進路,勉強意欲,

学業成績を調査した。

調査対象は,中部地方の大都市郊外の3つの高校の

2年生及び3年生である。有効回答数823名(内訳 男

304名,女519名),有効回収率96.8%。調査期間は, 1994

年11月から1995年1月である。

主な結果及び考察は次の通りである。

!。エイズに関する知識は,U!Vの感染経路につい

ては多くの者が知っているが,感染の機会があってか

らH!V抗体検査が可能になるまでの期間について

は,正解は低く, 26%である。感染の機会があること

を前提としたエイズ教育は,高校では十分に行われて

いないようである。

2.エイズに対する高校生の意識(態度)は,関心

が高いとはとても言えない。しかし,エイズにかかる

危険性は,「個人レベルの努力でかなり避けられる」と

認知している。

3.ふイズ予防教育の受講の有無については, 46%

の者が受講しており,受講した者は未受講の者と比し

関心度が高い。

4.10代の性経験は,妊娠及び耳IVを含むSTD感

染のリスクが大きいと言われている。今回の調査で,

性経験があると報告した高校生は!6%である。学年差

はあるが(高学年の方が高い),男女差はない。

性経験者は, HIVに感染してからエイズ発病までの

潜伏期間についての知識が低く,性行為のリスクに対

しての認識が低いものと思われる。

エイズ予防教育と性経験との間に関連はみられな

かった。また,性経験のある者は,ない者よりもエイ

ズによって被害を受けると認知している。

性経験の先行要因として,学校生活の楽し脊,進路,

勉強意欲,学業成績,飲酒,喫煙を取り上げた。性経

験とプラスに関連があるのは,学校が全然楽しくない,

卒業後の進路が就職又は専門学校,英語,国語の成績

が全くよくない(全く得意でない),ほとんど毎日飲酒,

喫煙している,である。これらのハイリスク層に対し,

きめ細かにエイズ教育を行う必要がある。

性行為の時のコンドームの使用状況は,「いつも使用

しか」者は27%に過ぎず,残りは,妊娠及び耳!Vを

含むSTD(性行為感染症)感染のリスクがある「時々

使用した」者37%,「全く使用しなかった」者!6%であ

る。2者の合計は,今回の全サンプルの9%である。

コンドームを使用しなかった主な理由は,「持参して

いなかった」「特別気にしなかった」「楽しみが滅る」

「面倒である」「妊娠の心配がなかった」である。男女

差があり,男子の理由で一番多いのは「楽しみが減る」

であり,女子の一番の理由は「持参していなかった」

である。

提言1,妊娠及び田V感染のリスクを考えるとき,

高校生は,第一に,性行為を避けるべきであると考え
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るが,第二に,もレ性行為をするなら,コンドームを

必ず使用すべきである。

提言2.サンプルは,概して,エイズリスクを認知

していなかった。きめ細かなエイズ教育が必要である

が,特に性経験と関連する要因を持っている被験者層

に対しては,緊急に必要である。

提言3.飲酒や喫煙を控えるように,或いは,飲酒

や喫煙を試みることはしないように指導することは,

無防備な性行為の可能性を少なくする効果があるであ

ろう。
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